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回
答
指
定
日
を
自
主
判
断
に
し
た
産

別
も

　

三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
二
〇
一
一
春
闘
も
直
撃
し
た
。
労
働
側

が
設
定
し
て
い
た
最
大
の
ヤ
マ
場
で
あ
る
一

六
日
に
向
け
、
労
使
交
渉
が
最
終
局
面
を
迎

え
て
い
た
か
ら
だ
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
の
巨
大
地
震
が
も
た

ら
し
た
被
害
は
想
像
を
絶
す
る
甚
大
な
も
の

だ
っ
た
。
地
震
直
後
、
大
津
波
が
太
平
洋
沿

岸
を
襲
い
、
夥
し
い
数
の
人
命
を
奪
っ
た
。

津
波
は
福
島
第
一
原
発
の
深
刻
な
事
故
も
引

き
起
こ
し
、
被
災
地
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
影
響
は
首
都
圏
で
は
、
交
通

網
の
寸
断
と
計
画
停
電
に
及
ん
だ
。

　

震
災
発
生
直
後
は
、
社
員
・
組
合
員
や
そ

の
家
族
の
安
否
が
定
か
で
な
い
こ
と
に
加
え
、

職
場
の
被
害
状
況
も
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

未
曾
有
の
大
災
害
下
で
の
春
闘
は
、
五
日
後

に
迫
っ
た
集
中
回
答
日
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、

各
産
別
に
交
渉
の
続
行
か
、
延
期
か
、
凍
結

か
の
決
断
を
迫
っ
た
。

　

自
動
車
、
電
機
と
い
っ
た
交
渉
リ
ー
ド
役

の
産
別
で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ

Ｃ
）
は
一
四
日
朝
、
戦
術
委
員
会
を
開
き
、

当
面
の
対
応
と
し
て
、「
各
産
別
は
、組
合
員
・

ご
家
族
の
安
否
確
認
と
救
援
体
制
の
確
立
を

最
優
先
と
す
る
」
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

そ
の
う
え
で
、「
各
産
別
は
、
当
初
設
定
し
た

集
中
回
答
日
で
あ
る
一
六
日
以
降
、
回
答
引

き
出
し
を
行
う
」
と
の
既
定
路
線
を
確
認
し

つ
つ
も
、「
震
災
の
影
響
な
ど
に
よ
り
一
六
日

の
回
答
引
き
出
し
が
困
難
な
場
合
は
、
各
産

別
の
判
断
に
委
ね
る
」
こ
と
を
決
め
た
。

　

こ
れ
を
受
け
同
日
、
自
動
車
総
連
は
中
央

生
活
闘
争
委
員
会
を
開
き
、「
今
回
の
震
災
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
当
初
の
回
答
指
定
日
で

の
回
答
引
き
出
し
が
困
難
な
場
合
に
は
、
最

大
限
の
早
期
解
決
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
、

日
程
の
再
配
置
を
行
う
こ
と
も
可
と
す
る
」

と
し
、「
集
中
回
答
日
」
に
こ
だ
わ
ら
な
い
判

断
を
示
し
た
。

　

他
方
、
電
機
連
合
は
同
日
の
中
央
闘
争
委

員
会
で
有
野
正
治
委
員
長
が
、「
現
在
ま
で
の

交
渉
状
況
を
踏
ま
え
、
延
期
や
中
断
に
よ
り

組
織
的
な
混
乱
を
招
く
よ
り
も
、
交
渉
を
継

続
す
る
」
と
述
べ
、
一
六
日
の
集
中
回
答
を

再
確
認
。
ス
ト
ラ
イ
キ
回
避
基
準
と
し
て
、

改
め
て
「
賃
金
体
系
維
持
」
と
年
間
一
時
金

「
産
別
ミ
ニ
マ
ム
基
準
四
カ
月
」
確
保
を
腹

固
め
し
、
最
終
盤
の
交
渉
に
臨
ん
だ
。

イ
ン
フ
ラ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
で

は
交
渉
の
延
期
や
凍
結
が
相
次
ぐ

　

国
民
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
担
う
産
業
で
は
、
災
害
復
旧
を
最
優
先
す

る
た
め
、
交
渉
の
凍
結
・
延
期
を
決
断
す
る

産
別
が
相
次
い
だ
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
な
ど
情
報
通
信
関
係
の
組
合

で
つ
く
る
情
報
労
連
は
震
災
翌
日
、「
緊
急
定

例
中
央
闘
争
委
員
会
」
を
開
い
た
。
被
害
の

甚
大
性
と
復
旧
作
業
の
緊
急
性
を
踏
ま
え
、

「
被
災
し
た
加
盟
組
合
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
か
か
わ
る
業
務
を
担
う
加

盟
組
合
の
交
渉
を
一
旦
凍
結
し
て
、
災
害
復

旧
を
優
先
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
電
力
総
連
傘
下
の
組
合
員
も
、
す

ぐ
さ
ま
原
子
力
発
電
所
の
安
全
確
保
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
向
け
現
地
に
向
か
っ
た
。

　

私
鉄
総
連
は
一
五
日
、
地
震
の
救
済
・
支

援
と
復
興
に
全
力
を
あ
げ
る
と
し
て
、
一
七

日
の
大
手
組
合
と
二
二
日
の
中
小
・
ハ
イ
タ

ク
専
業
組
合
の
回
答
指
定
日
、
さ
ら
に
二
六

日
の
未
解
決
組
合
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
争

方
針
か
ら
除
外
。
回
答
は
四
月
末
目
途
と
し

つ
つ
、
す
で
に
交
渉
が
進
ん
で
い
る
組
合
に

つ
い
て
は
、
交
渉
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

日
本
通
運
や
ヤ
マ
ト
運
輸
な
ど
を
組
織
す

る
運
輸
労
連
も
一
四
日
に
、「
交
渉
は
各
組
合

の
実
情
に
応
じ
て
進
め
、
日
程
に
つ
い
て
は

一
任
す
る
」
こ
と
を
決
定
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
や
Ｊ
Ｐ
（
日
本
郵
政
）
は
、
被
災
地
に

多
数
の
職
場
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

仕
事
中
に
命
を
落
と
し
た
り
、
行
方
不
明
と

な
っ
た
組
合
員
も
多
く
、
交
渉
を
ス
ト
ッ
プ

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

陸
海
空
の
交
通
関
係
産
別
が
加
盟
す
る
交

運
労
協
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
三
月
二
八
日

現
在
、
組
合
員
の
死
亡
一
七
人
、
安
否
不
明

一
一
六
人
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ｐ
労
組
が
四
月
四
日
現
在
で
ま
と
め
た
と
こ

ろ
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
全
体
で
社
員
二
八

人
が
死
亡
・
三
二
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
。

金
属
大
手
は
二
五
日
ま
で
に
決
着

　

こ
う
し
た
産
別
の
判
断
も
あ
り
、
二
〇
一

一
春
闘
か
ら
「
集
中
回
答
」
の
文
字
が
消
え

た
。
と
は
い
え
、
金
属
労
協
登
録
組
合
の
大

半
が
、
三
月
二
五
日
ま
で
に
回
答
を
引
き
出

し
て
い
る
。
回
答
指
定
日
を
一
週
間
延
ば
し

た
全
電
線
傘
下
の
組
合
も
、
二
四
日
ま
で
に

回
答
を
受
け
た
。

　

回
答
内
容
を
み
る
と
、
大
多
数
が
基
本
賃

上
げ
に
つ
い
て
は
、
組
合
要
求
通
り
定
昇
・

賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保
。
ま
た
、
今
期
の

業
績
回
復
を
背
景
と
し
た
一
時
金
の
増
額
回

答
が
目
立
っ
た
。

　

自
動
車
総
連
傘
下
の
大
手
メ
ー
カ
ー
労
組

は
回
答
日
に
ば
ら
つ
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、

二
五
日
ま
で
の
交
渉
を
追
い
込
み
、
組
合
要

求
通
り
、
賃
金
体
系
維
持
を
確
保
。
賃
金
改

善
分
を
含
め
要
求
し
た
日
産
労
組
（
平
均
賃

金
改
定
原
資
七
〇
〇
〇
円
）
は
、
六
五
〇
〇

円
と
の
回
答
を
受
け
、
前
年
比
で
原
資
が
三

〇
〇
円
増
加
し
た
。
年
間
一
時
金
は
各
社
の

業
績
回
復
を
反
映
し
、
ト
ヨ
タ
（
五
・
〇
カ

月
プ
ラ
ス
七
万
円
）、
本
田
（
五
・
九
カ
月
）、

日
産
（
五
・
五
カ
月
）、
富
士
重
工
（
五
・

〇
カ
月
）、
い
す
ゞ
（
五
・
〇
カ
月
）
の
五

社
は
、
要
求
満
額
の
回
答
を
提
示
。
結
果
的

に
そ
れ
以
外
の
組
合
も
前
年
実
績
を
上
回
っ

た
（
ス
ズ
キ
五
・
〇
カ
月
、
ダ
イ
ハ
ツ
四
・

八
カ
月
＋
α
〈
組
合
算
出
で
〇
・
二
カ
月
〉、

ヤ
マ
ハ
四
・
五
カ
月
、
マ
ツ
ダ
四
・
五
カ
月
、

日
野
四
・
七
カ
月
＋
五
万
円
、
三
菱
自
工
三
・

ト
ピ
ッ
ク
ス

２
０
１
１
春
闘

1

大
震
災
で
「
集
中
回
答
」
が
崩
れ
る
、
労
使
は
復
興
支
援
へ
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六
カ
月
＋
α
〈
業
績
に
応
じ
て
加
算
〉）。

　

ま
た
、
電
機
連
合
加
盟
の
大
手
メ
ー
カ
ー

組
合
に
は
、
今
季
中
闘
組
合
を
離
脱
し
た
Ｏ

Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
連
合
（
沖
電
機
工
業
）
を
除

く
一
三
組
合
に
対
し
て
、
組
合
要
求
通
り
開

発
・
設
計
職
・
三
〇
歳
相
当
の
賃
金
体
系
維

持
を
回
答
。
一
時
金
で
は
交
渉
方
式
を
と
る

日
立
が
組
合
要
求
を
〇
・
二
カ
月
下
回
る
五
・

三
カ
月
、
三
菱
電
機
が
要
求
を
〇
・
〇
三
カ

月
下
回
る
五
・
七
四
カ
月
な
ど
を
提
示
、

シ
ャ
ー
プ
（
四
カ
月
＋
業
績
連
動
）、
富
士

電
機
（
四
・
四
二
カ
月
）、明
電
舎
（
四
カ
月
）

と
も
電
機
連
合
が
ス
ト
回
避
基
準
と
し
た
年

間
四
カ
月
を
ク
リ
ア
し
た
。
さ
ら
に
、
産
別

統
一
要
求
と
し
て
い
た
一
八
歳
見
合
い
の
産

別
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
一
三

の
中
闘
組
合
に
対
し
て
要
求
通
り
一
〇
〇
〇

円
増
の
一
五
万
四
〇
〇
〇
円
を
回
答
し
た
。

　

基
本
賃
金
に
つ
い
て
は
複
数
年
の
協
定
を

結
ん
で
い
る
た
め
、
今
季
は
年
間
一
時
金
中

心
の
交
渉
と
な
っ
た
鉄
鋼
・
造
船
関
係
で
は
、

神
戸
製
鋼
が
昨
年
を
三
〇
万
円
以
上
上
回
る

一
三
五
万
円
、
三
菱
重
工
（
四
四
万
円
＋
四

カ
月
）、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
（
二
七
万
円
＋
四
カ
月
＋

業
績
回
復
協
力
金
五
・
五
万
円
）、
住
友
重

工
（
四
・
九
カ
月
）
な
ど
、
昨
年
実
績
を
上

回
る
回
答
を
示
し
た
。

Ｊ
Ｃ
の
中
堅
・
中
小
は
五
五
四
四
円

　

こ
う
し
た
大
手
組
合
の
動
向
と
は
別
に
、

金
属
労
協
は
中
堅
・
中
小
登
録
組
合
（
一
五

八
組
合
）
の
回
答
状
況
を
ま
と
め
た
（
三
月

二
八
日
現
在
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
要
求
し

た
一
三
四
組
合
中
、
同
日
ま
で
に
回
答
の

あ
っ
た
の
は
六
二
組
合
で
、
昨
年
に
比
べ
て
、

解
決
組
合
数
が
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
ほ
と
ん
ど
が
定
期
昇
給
な
ど
の
賃
金
構

造
維
持
分
を
確
保
し
た
う
え
で
、
う
ち
九
組

合
が
賃
金
改
善
を
引
き
出
し
た
。

　

定
期
昇
給
と
賃
金
改
善
を
合
わ
せ
た
回
答

額
は
、
実
額
が
把
握
で
き
る
二
七
組
合
の
平

均
で
五
五
四
四
円
と
な
っ
て
い
る
。
年
間
一

時
金
は
、
五
八
社
の
組
合
で
回
答
を
得
て
お

り
、
う
ち
四
八
組
合
で
昨
年
実
績
を
上
回
っ

た
。
そ
し
て
、
五
五
組
合
で
金
属
労
協
が
今

季
方
針
に
盛
り
込
ん
だ
最
低
獲
水
準
「
四
カ

月
以
上
」
を
獲
得
す
る
な
ど
、
一
時
金
の
回

復
が
目
立
っ
て
い
る
。

交
通
関
係
の
一
時
金
は
前
年
並
み
に

　

震
災
復
旧
に
向
け
た
要
と
な
る
産
業
だ
け

に
、
交
通
関
係
の
賃
金
交
渉
は
、
ヤ
マ
場
を

先
送
り
し
て
い
た
が
、
私
鉄
総
連
加
盟
の
組

合
で
は
、
名
古
屋
以
西
の
大
手
私
鉄
を
皮
切

り
に
、
三
月
末
ま
で
に
回
答
・
妥
結
を
引
き

出
し
て
い
る
。
私
鉄
総
連
で
は
ベ
ア
要
求
を

掲
げ
た
が
、
各
社
と
も
ベ
ア
は
ゼ
ロ
回
答

だ
っ
た
も
の
の
、
定
昇
実
施
で
落
着
。
年
間

臨
給
（
一
時
金
）
で
は
各
社
四
～
五
カ
月
程

度
と
な
り
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
妥
結
水
準
を

確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
比
較
的
震
災
の
影
響
が
少
な
か
っ

た
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
各
社
で
は
組
合
の
ベ
ア
要

求
に
は
こ
た
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
で
年
間
臨
給
五
・
二
二
カ
月
、
Ｊ
Ｒ
東

海
で
夏
季
手
当
二
・
九
カ
月
（
昨
年
は
二
・

八
ケ
月
）、
Ｊ
Ｒ
九
州
夏
季
手
当
二
・
四
四

カ
月
な
ど
で
、
月
内
に
妥
結
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
三
月
末
時
点
で
、
震
災
復
旧
に
関

係
す
る
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
の
労
使

交
渉
は
、
凍
結
状
態
が
つ
づ
い
て
い
る
。

連
合
集
計
は
五
三
〇
五
円
、
一
・
七

九
％
で
昨
年
上
回
る

　

連
合
が
ま
と
め
た
四
月
一
日
現
在
で
の
回

答
・
妥
結
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
一
一
三
七

組
合
（
一
〇
〇
万
七
七
五
〇
人
）
を
集
計
し

た
平
均
賃
金
方
式
（
加
重
平
均
）
で
の
引
き

上
げ
額
は
五
三
〇
五
円
で
、
引
き
上
げ
率
は

一
・
七
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
同
時
期

に
比
べ
、
額
で
一
一
九
円
、
率
で
〇
・
〇
三

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
賃
上
げ
回
答
を
一

日
ま
で
に
引
き
出
し
た
組
合
は
一
四
六
六
組

合
で
、
同
組
合
数
に
対
応
す
る
集
計
組
合
員

数
は
一
二
〇
万
二
八
一
六
人
。
昨
年
同
時
期

と
比
べ
る
と
、
回
答
引
き
出
し
組
合
は
三
九

組
合
多
い
も
の
の
、
集
計
組
合
員
数
で
は
昨

年
よ
り
三
〇
万
人
以
上
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

平
均
賃
金
方
式
で
の
回
答
に
つ
い
て
、
昨

年
と
比
較
で
き
る
同
一
組
合
（
七
五
七
組
合
、

八
〇
万
五
三
四
四
人
）
だ
け
で
集
計
し
た
結

果
は
、
引
き
上
げ
額
が
五
三
〇
四
円
、
引
き

上
げ
率
が
一
・
七
九
％
で
、
昨
年
と
比
べ
る

と
一
三
円
の
微
増
と
な
っ
て
い
る
（
引
き
上

げ
率
一
・
七
九
％
は
同
率
）。

　

中
小
企
業
の
回
答
状
況
に
つ
い
て
、
平
均

賃
金
方
式
の
民
間
三
〇
〇
人
未
満
の
集
計
結

果
を
み
る
と
、
六
三
六
組
合
（
七
万
五
四
六

〇
人
）
の
引
き
上
げ
額
（
加
重
平
均
）
が
四

四
五
七
円
、
率
が
一
・
七
三
％
。
昨
年
と
比

べ
九
九
円
増
（
〇
・
〇
一
ポ
イ
ン
ト
増
）
と

な
っ
た
。
古
賀
伸
明
会
長
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
考
え
る
と
、「
極
め
て
健
闘
し
た

結
果
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

一
時
金
の
回
答
状
況
（
加
重
平
均
）
は
、

年
間
四
・
八
五
カ
月
で
昨
年
を
〇
・
二
八
カ

月
上
回
っ
て
い
る
。
非
正
規
関
係
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
二
四
三
三
組
合
。

今
季
は
パ
ー
ト
な
ど
の
直
接
雇
用
だ
け
で
は

な
く
、
連
合
の
方
針
を
踏
ま
え
、
派
遣
労
働

者
（
間
接
雇
用
）
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む

組
合
の
増
加
が
目
立
つ
。
震
災
の
影
響
で

パ
ー
ト
等
の
賃
上
げ
実
績
は
昨
年
に
比
べ
て

少
な
い
が
、
一
日
現
在
、
二
五
七
組
合
が
要

求
し
、七
六
組
合
に
平
均
一
一
・
八
四
円
（
時

間
給
）
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。

交
渉
後
は
労
使
と
も
復
興
支
援
に
注

力
　

こ
の
間
の
労
使
交
渉
の
経
過
を
見
る
と
、

交
渉
を
徒
ら
に
引
き
延
ば
す
こ
と
な
く
、
一

定
の
区
切
り
を
つ
け
、
労
使
と
も
復
興
協
力

に
専
心
す
る
姿
勢
に
切
り
替
え
た
と
い
え
る
。

四
月
以
降
、
労
使
団
体
は
被
災
地
域
に
対
す

る
支
援
・
復
旧
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

　

連
合
は
、古
賀
会
長
を
本
部
長
と
す
る「
連

合
・
災
害
救
援
対
策
本
部
」
を
設
置
。
構
成

組
織
や
地
方
連
合
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

全
組
織
を
あ
げ
て
被
災
者
支
援
と
復
興
に
傾

注
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
当
面
は
、
構
成
組

織
・
地
方
連
合
会
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
や
、
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
の
提
供
・
搬

送
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
約
一
二
〇
人
の
組
合
員
が
死
亡
・

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
自
治
労
は
、
本
格

的
な
復
興
支
援
活
動
を
行
う
た
め
、
向
こ
う

三
カ
月
間
で
二
四
〇
〇
人
の
組
合
員
を
動
員

す
る
。

　

一
方
、
日
本
経
団
連
も
電
気
使
用
の
抑
制

及
び
計
画
停
電
へ
の
協
力
を
行
な
い
つ
つ
、

被
災
地
支
援
並
び
に
災
害
対
応
・
復
旧
対
策

に
全
力
で
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

被
災
し
た
県
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
救
援
物
資

を
送
る
「
救
援
物
資
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
便
」
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

全
般
的
に
労
使
交
渉
の
遅
れ
が
目
立
つ
も

の
の
、
交
渉
に
け
じ
め
を
つ
け
た
労
使
は
、

復
興
支
援
に
動
き
出
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）


